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’ もく じ は
じ
め
に

古
里
住
民
自
治
協
議
会
は
今
大
災
害
に
備
え
る
防
災
体
制
の
構
築
」

を
中
核
事
業
に
据
え
、
自
主
的
・
主
体
的
な
防
災
計
画
づ
く
り
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
そ
の
一
環
と
し
て
、
自
主
防
災
会
ご
と
に
防

災
マ
ッ
プ
を
作
成
し
、
こ
の
「
安
心
・
安
全
防
災
マ
ッ
プ
」
に
ま
と
め

て
発
行
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

防
災
施
設
・
設
備
・
｜
時
避
難
場
所
等
の
み
の
シ
ン
プ
ル
化
を

図
り
、
部
会
や
各
世
帯
が
必
要
事
項
を
書
き
加
え
る
「
記
入
型

マ
ツ
●
フ
」
に
し
ま
し
た
。

緊
急
時
対
応
資
料
、
防
災
の
心
構
え
・
資
料
と
と
も
に
ご
活
用

い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

安
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全
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一時避難場所 同報防災無線

研一毒

富竹区自主防災会(平成26年2月現在）②
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⑭三才区白羊防災会(平成26年2月現在）
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⑯西三才区自主防災団(平成26年2月現在）
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へ 平成20年測量

⑯新町区自主防災会(平成26年2月現在）
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／２／／ ●寝たばこは､絶対やめる。

●ストーブは燃えやすいものから離れた位

置で使用する。

●ガスコンロなどのそばを離れるときは、

必ず火を消す。

逃げ遅れを防ぐために､住宅用火災報知器を

設置する。

●寝具や衣類及びカーテンからの火災を防ぐた

めに､防炎品を使用する。

●火災を小さいうちに消すために､住宅用消火

器等を備える。

●高齢者や障害者を守るために､隣近所の協力

体制をつくる。
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⑳第二団地区白羊防災会(平成26年2月現在）
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家具転倒防止対策 一
｢大地震では､家具は必ず倒れるもの｣と考えて、

日頃から家具の固定や配置の見直しで｢安全空間｣を作っておきましょう。

●寝室､幼児･高齢者のいる部屋にはなるべく家具を置かない。

●部屋の出入り口付近や廊下､階段等に物を置かない。

●地震時の出火を防ぐため､火気の周辺に家具を置かない。

●家具の上にガラス製品等壊れやすい物を置かない。

●重い物を下の方に収納し､倒れにくくする。

●前のめりより､後ろもたれ気味に置く。

●壁にL字金具等で固定する。

●壁や床に直接固定できない場合、2種類以上の器具で上下

から固定する｡…ボール式とストッパー式またはマット式

●上下が分割している家具は必ず金具で連結する。

…連結金具

●壁への固定が困難な場合､天井との隙間を埋める。

…高さ調整式の上置型収納ユニット

二）
〆

I 地震から身を守るために【地震の安全対策】
、
ー=

●揺れを感じたときや、緊急地震速報を受けたときは、丈夫な

テーブルの下に身を寄せ､座布団などで頭を保護し、自分の身

の安全を確保しましょう。

●慌てずに、揺れが収まってから火の始末をしましよう｡出火し

たときは落ち着いて消火しましょう。

●窓ガラスや瓦が落ちてくることがあるので､慌てて戸外に飛び

出さないようにしましょう。

●家族の安全を確認した後､隣近所に声をかけ、お互いに安否確

認をしましょう｡(特に高齢者や障害者のお宅）

●倒壊家屋や転倒家具などの下敷きになった人を隣近所で協力

し､救出・救護しましよう。

●狭い路地や塀､崖､川くりには近寄らないようにしましょう。

●避難が必要なときには、ブレーカーを切り、ガスの元栓をしめ

ましよう。

(（

●原則として､徒歩で避難しましょう。

●正しい情報を入手し､冷静に行動しましょう‘

⑳

へ

i

災害から命を守る！ 日頃からの備え!！
呂llA

ヨ イ

■■

外出先でいつも身につけておきたいもの(例）

自分に

関する情報

:病院の診察券身元や連絡先を記したカード
病名､処方篝を書いたメモ

状況を

把握するため メモ帳､筆記用具

ボケ

閉じ込められた

ときのため

チョコレート等)1●口を覆うハンカチ

重要なことは､無意識に持って歩けるような気軽さです｡大きさ．軽さもさることながら､｢財布に入る｣､｢キーホル

ダーに付く｣､｢バッグや衣服のポケットに入れっぱなしにできる｣ところがポイントです。
号

4 可

家庭やオフィスに常備しておきたいもの（

速やかな

避難のため
袋

懐中電灯

兎弓言弓
国

常備薬

なければ

困るもの ⑲

メガネなど 食料 現金

● ､● ｡○ ● ●｡ ● ● ､｡ ● 母● ● ●● ●。 ● ｡ ､● ● ① ①｡ ● ●｡ ●● ■ ● ● ①● ｡ B■ ｡ ■● ●● ● ■ ●● ● 旬 ● ●● C● ｡ ●① ● e ■ ●● ●冬 ● ●● 台｡ ● ■ ■。 ｡ ■ e 合● ■● ● ■● ｡ ● ｡● ● ● ●● ●● ● ●● ● ● ●毎 ● ● ●■ ｡● ● ● ④■ ● ● ●■ ■ C e ●｡ ● ● ●

防災のために特別なものを用意するのではなく､できるだけ､普段の生活の中でまかない､無駄の無い備蓄を心がけ

ましょう｡安価でどこでも入手しやすいものでないと､定期的に更新したり､分散して置いておくことができません。

例えば､ティッシュやトイレットペーパー､ラップ､アルミホイル､大型ゴミ袋､水のベットボトルなどは､ある程度

の舅を蓄え､古いものから順番に使い､日常生活で買い直していきましょう。

UDU叩叩DIIIIIIIIIIIIIIIIII叩101叩Iupもし被災したら？!!ⅢIUI1I1III1I1II1lIljIn01IlqlIOnI1

●大規模な災害の場合は、発生直後の移動が大きな危 ●企業は､社員が無理に出勤しなくてもよいよう、社内

険を伴うことがあります｡また、消防機関等による救 で事前に必要な決まりを定めておきましよう。

助・救援活動に支障となる可能性もあります｡家族 ●高齢者や幼児､妊婦の方などは､健康維持と安全確保

の安否が確認できたら、今いる場所で助け合いに参 のため、被災していない地域へ－時的に避難するこ

加しましょう。 とも考えましよう。

②
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普段からの地域のつながりが大切です！ 。
＆; ，南》，:〆 , ’L蕊蕊

※このような方を

私たちは高齢者や障害者などを“害……､い霞〆
支援するために何ができるのでしょうか？

阪神・淡路大震災で､家の下敷きになった人々の多くを助け出したのは､家族や近所の人たちでした。

大規模災害時の救助や避難などには､日頃からの近所づきあいが力を発揮します。

また､高齢者や障害者など災害に弱い方々の立場に立った心配りが大切になります。

日頃からお互いに声をかけあうと いざというとき､助けあえる

足

玉

零 も

、 ．

日頃から､町内会や自治会が中心となって開催される行事に参加しましょう。

参加型の防災ﾖ||練では､安否確認や救出・救護炊き出しや避難訓練避難所生活などが体験できます。

●ご近所同士で炊き出し訓練

●避難所生活を体験してみる。

●みんなで救護の手順を学ぶ。

●みんなで歩いて避難訓練

⑳

へ

家族みんなで

災害は､家族が揃っているときに発生するとは限らず､家族がバラバラにいるときに

起きる可能性もあります｡日頃から必要な準備をしておくとともに､災害が発生したら落ち着いて、

避難 ･安否確認などの行動をとりましょう。
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脊
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‐

あらかじめ災害時にどの親戚や

知人等に連絡をするか、また、どの

ような連絡方法を利用するかを家

族で決めておきましょう。

保育園、幼稚園、学校での、災害

時の子どもの引き取りに関する取

り決めを確認しておきましよう。

自宅・学校・職場の近くや通勤・

通学途中にある避難場所を、家族

で確認しておきましょう。

､「

I
【わ | Dが家の避難場所

'－－－－

家族の名前 ｜ 血液型 緊急時の連絡先等持病や使用薬品名

メモ

［ －ノ

②
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(震度と揺れ等の状況(概要）
『

’

震度の決め方は国によって異なりますが、

わが国では気象庁が定めた震度階級によって震度を示しています。

下図には､震度ごとに想定される人への体感､屋内外の状況､建物への影響などを示しています。

、

回
、

画一
【震度O】 1震度11

人は揺れを感じない。 屋内で静かにしている

人の中には､揺れをわず

かに感じる人がいる。
廷 ノL … …… …"…"_"." ｻ ‘‘_ .…一

ヘ

回
【

：屋内に（

どが､揺

趾

【震度3】【震度2】

屋内で静かにしている人

の大半が､揺れを感じる。

屋内にいる人のほとん

どが､揺れを感じる。

、 ＝

、

1
;瀧 こ1

I【震度5弱】

●大半の人が恐怖を覚え､物

につかまりたいと感じる。

●棚にある食器類や本が落

ちることがある。

●固定していない家具が移動

することがあり、不安定な

ものは倒れることがある。

【震度4)

●ほとんどの人が驚く。

●電灯などのつり下げ物は

大きく揺れる。

●座りの悪い置物が、倒れ

ることがある。

’

先

【

し

ｿづー

～

L、 .一ノ ノ

、

【震度5強】

●物につかまらないと歩くことが難しい。

●棚にある食器類や本で落ちるものが多くなる。

●固定していない家具が倒れることがある。

●補強されていないブロック塀が崩れること

がある。

、 ノ

⑳

へ

■ 、

【震度6弱】

●立っていることが困難になる。

●固定していない家具の大半が移動し､倒れるものもある。ドア

が開かなくなることがある。

●壁のタイルや窓ガラスが破損､落下することがある。

●耐震性の低い木造建物は､瓦が落下したり､建物が傾いたりす

ることがある｡倒れるものもある。

E ｉ

邸 １
１

１
１ 議菖

ノL

、

6強
【震度6強】

●はわないと動くことができない｡飛ばされることもある。

●固定していない家具のほとんどが移動し、倒れるものが多

くなる。

●耐震性の低い木造建物は､傾くものや､倒れるものが多くなる。

●大きな地割れが生じたり、大規模な地すべりや山体の崩壊が

発生することがある。
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●耐震性の低い木造建物は、傾くものや、倒れるものがさらに多

くなる。

●耐震性の高い木造建物でも､まれに傾くことがある。

●耐震性の低い鉄筋コンクリート造りの建物では、倒れるもの

が多くなる。
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耐震性が低い
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※資料：気象庁ホームベージ
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地震に備えるためにも、日頃から自宅や職場など

の地震の揺れに関する情報を確認しておくことが

重要です｡より詳しい情報は､長野市が作成した地

震防災マップを参考にしましょう。
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O26 - 295 - 9755

1 296－2587

296-0119

295－4545

226－8161

古 里 支 所長 野 市 役 所 226－4911

肖防 柳 原 分 署長野市中央消防署 223-01 19
、
、

ノ

東 北 交 番長野中央薑察害

長野市上下水道局

244-01 10

241－1132 長野都市ガス長野支社

プロパンガスは各戸で記入0120-984-51 0中部電力長野営業所
1 －

鱈災害用伝言ダイヤルの利用

伝言の録音方法171今1斗|被災地の方の電話番号今l録音(30秒以内)l電話番号はいずれも
伝言再生方法| ]71 4 24i被災地の方の電話雪害吟〔伝言函市外局雷から’

◇携帯電話の災害用伝言板

災害時に各携帯電話会社は､｢災害用伝言板｣を開設します。被災地の方の安否情報を伝言板に登録でき登録された

伝言は、同じ会社の携帯電話はもちろん、他社の携帯電話やパソコンから見ることができます。

各社のトップメニューから

｢災害用伝言板」を開く ■I伝言板登録のしかた

今
吟

｢登録」を選択して伝＝を登録

Ｆ
、

各社のトッブメニューから

「災害用伝言板」を開く

｢確認」を選択して被災地の方の

携帯電話番号を入力して伝言を見る
伝言板確認のしかた

発 行 平成26年3月1日

古里住民自治協議会
〒381- 0007長野市金箱635 -16

TEL･ FAX O26-295-9577

E-mail :furusatOjichi@bj .wakwak・COIn

※防災マップの作成に当たっては、

次の団体から資料の提供をいただきました。

･長野市防災マップ（市総務部危機管理防災課）

･長野市消防局柳原分署

この地図は、長野市長の承認を得て､長野市都市計画基本図2,500分の1を複製したものである。（承認番号25都第11号）


